
本時は前時の学習と関連付けながら行っていきます。前時で扱った「３」と「６」の関係から入り（図１）、「６を１とみると３は１

/２」「３を１とみると６は２」であること。つまり、「もとの大きさ６を１とみると３は１/２」といったことを児童が理解することが大切です。そして、

次に「３」と「９」の関係を思考させ、「３」と「６」で言えたような（２倍の逆は１/２）関係性と同じことが言えるのかを問うことが重要です。

本時は、今後学習する「割合」の原点になります。子供の思考に寄り添い丁寧に扱うようにしましょう。

新学習指導要領の趣旨の実現に向け、今、資質・能力ベイスの授業づ

くりに、積極的にチャレンジすることが求められています。本授業研

究会では、教科指導に期待されていることは何かを、参加者と考えて

いくとともに、一人一人の教師が自分自身の近未来を描き、自分の目

標に向かって学び続ける場となることを目指して実施しました。

元の大きさの数と等分

された大きさの数の関

係を捉えることができ

る。
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元の大きさの数や等しく分けた数に着目し、Aの大

きさの２倍がB、３倍がCになり、Bの１/２がA、

Cの１/３がAになるというように、数量の関係を

双方向に見ることで、乗除法の素地となる見方と割

合の見方ができるようにする。

本時に働かせたい数学的な見方・考え方

図１



図や具体物の操作を用いて、「何が基になる分数なの

か」を明確にしながら、等分された量を捉えたり、分数

を用いて表現したりすることで、等分されたものの数

量の大きさを捉え、その表し方について考察する。

本時に働かせたい数学的な見方・考え方
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本時は数直線を用いながら、量（測定値）を表記していることと、割合を表記していること（図１）の押さえをしっかりさせるこ

とが大切です。つまり、数直線上では同じ分数（３/４）ですが、意味が違うことを押さえることがポイントです。そして、２mのテープを用いて考え

たとき（図２）、１mの時は上下同じ３/４だったのに、２mになるとなぜ３/２と３/４になるのかについて児童が説明できることが重要です。

３／４ｍと、２ｍの３／４の違

いについて理解し、量分数と分割分数の違いを捉

えることができる。

本時の目標

図１
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簡単な分数を扱うことで、次年度につながる「かけ算のきまり

や割合」の素地を養う見方・考え方ができる子供の姿を意識し、

授業づくりを行っていく必要があると感じました。単元の系統を

しっかり捉え、見方・考え方をいかに鍛えていくのかを念頭に置

きながら、授業づくりを行っていきたいです。

分割分数と量分数の違いについてどのように理解させるか悩み

ましたが、講話をお聞きして、量と割合を一本の数直線に示し、分

母の違いに着目して考えさせることで、二つの分数の役割や意味

の違いを理解させることができると分かりました。
今年度の安芸第一小学校での研究会は全て終了しました。次年度も今年度

同様、教材研究会・授業研究会を３セット予定しています。資質・能力ベイスの授業に期待さ
れていることに関心をもち、授業づくりの新しい時代の扉をともに開きませんか？

２年：「一つ分の大きさ」、「元の大きさ」を明確にさせながら、乗法の逆の考え方に分数の考え方があることに気付かせることができていたか。

３年：「元の大きさ」に着目し、テープ図や数直線を用いながら、単位分数の大きさを根拠にして、その幾つ分かで表し、「分割分数」と「量分

数」の違いを捉えることができていたか。

教材の価値を教師側が見極め、子供たちになぜこの

教材をするのか、ということを理解させた上で、授

業づくりを行っていきたいと思いました。

安芸第一小学校の先生方が、この２年間一生懸命学

ぼうとしている姿勢に心打たれました。若年の先生

方も多いようですが、先生方の熱を感じました。

量と倍の関係を２年生で丁寧に指導することで、５

年生の割合、計算のきまりについての学びがスムー

ズになることを実感しました。

学校長、研究主任、教諭と指導主事で座談を行いました。「子供たちのまとめが、『○○に着目したら解決

できた』というような能力ベイスのまとめに変化してきた」や、「若年教諭とベテラン教諭が切磋琢磨しな

がら教材研究等を行うことで授業改善が図られてきた」などの意見交流がありました。学校長からは、「授業改善を行うことが学校改善につながって

いる」ことや、「次年度は、教師の思考に子供を乗せるのではなく、子供の思考に寄り添った授業展開になるよう、更に、研究を推進

していきたい」というお話がありました。

今一度、教材の価値を問うことが必要です。授業者が「何を教えるのか」、そして「なぜそれを教えるの

か」、子供たちは「この教材から何を学ぶのか」を明確にし、授業を構成していくことが求められます。本

単元では、２年生は、操作分数ではつくることが困難な１/３や１/５、１/７・・・のような分数を乗法と関連付けながら学習していくことが

大切です。３年生は、目的に応じた表現の仕方や表現の意味を子供が見いだすことが大切です。子供が考えていることの意味をしっかり捉

え必然性を感じることができる授業展開を目指していくことが肝要です。

研究協議の視点がはじめから分かりやすく、その

ポイントをもって授業参観することができたし、

研究協議に臨むことができました。教職員全体が

子供の学びのために取り組まれている様子もた

くさん伝わってきました。

自分のやろうとしている授業や単元構成が本当

に子供にとって必要なのか、再度考え直してみよ

うと思いました。

２年生の授業については、「かけ算の学習がメインになっていたので、元の大きさに着目させることに重点をおいたほうがよかったの

ではないか」「箱と袋とその中のおはじきで考えるのは複雑だったので、テープ図を用いて思考させるとよかったのではないか」、３年生

の授業については、「テープ図と数直線を用いながら可視化したのは効果的であった」「子供が既習で学んだことを用いて思考し発言していたので、そ

こをつなげて授業を組み立てていけばよかったのではないか」「分割分数と量分数の違いについてもう少し丁寧に押さえていけばよかった」などの意

見が出されました。

座談（テーマ：三年目のジャンプ）

指導講話（次なるチャレンジに向けて）

研究協議


